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講座番号

022 地域社会史
地域社会のルーツから現代をフォーカスする

講座内容
わたしたちの身近にある地域社会には、どのような歩みと文化があるのかを垣間見ることで、わたした
ちへ何かを語りかけています。春学期に言及できなかったことに加えて、近代日本社会に視点をあてて、
わたしたちの生活への道標と明日へのヒントを模索していきます。

期　間 10月21日～12月2日 受講料 10,000円

曜　日 土曜日 定　員 20名

時　間 10：00～12：00 会　場 横浜・関内キャンパス

回　数 全4回 持ち物 筆記用具
教　材 講師が毎回レジュメやプリントを用意します。

講座スケジュール
回数 日　程 内　　　　　容

1 10月21日（土） 南国土佐を後にして志士たちは何を目指したか
高知は近代日本を先導していく志士たちを輩出しますが、高知には何をもたらしたかを考察します。

2 11月11日（土） あの日、あの時、あの出雲で出会ったらどうなったか
縁結びが出雲（出雲大社）になったルーツを探求していきます。

3 11月18日（土） 夏目漱石も驚く生活の基本が名古屋にあった
陶磁器について瀬戸や常滑が暮らしにどのようにかかわっていたかを探求します。

4 12月 2日（土） 井伊直弼と横浜・関内
関内キャンパスがある関内は井伊直弼の功績が大きいといわれます。その理由は何かを考察します。

講師紹介 加藤　壽宏（かとう としひろ）
本学国際文化学部非常勤講師
主要論文：「日本における公共事業と港湾・空港施設の現状と課題：社会資本整備と財政投融資を中心に」（日本港湾経済学会喜多村賞・奨励賞）、「近代日
本経済と横浜港：渋沢栄一を中心に」、「金融機関の合併促進による中小企業経営の問題視点を中心に」ほか
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